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1 ．は じめに

　 愛媛県大 洲 市の 瀬戸 内海沿 岸で は，秋 か ら冬 に か けて 肱

川 あ ら しとい う強 い 局 地 風 が 発 現す る c こ の 強風 は地 狭風

の 特徴 を有 し，独 特 な地 形 との 関係 が深 い （荒川 ，2006）v
lem／s を超 え る風速 が夜間か ら翌朝まで 継続す る こ とが 知

られ て い る （中田，19S2）。
　 本研究で は 以 下 の 2 点 に着 目 した。
（D　 肱川あらし が どの 範囲で 面 的に 限 局 化 され た 現 象な

　　 の か を 明 らか に す る。
（2）　 肱 川 あ ら しの 冷た い 強 風 が住民に 与 え る寒冷 ス トレ

　　 ス を，定量 的 に 明 らか に する。

2 ．気 象 観測 と寒冷ス トレス 指数 の 算出

　 2011 年 10 月 28 口〜11月 2 日 と 12月 19 日〜工2．目 24
日 の 2 期間で 観測 を実施 した 。観測 要素 は 気 温・黒 球 温度・

相 対 湿 度・気 圧 ・風 向 風 速 と し，1 分間隔 で データ・サ ン プ

リ ン グを 行 っ た u 観測 地 点 に は ，8 箇 所 を選 定 した （図 1 ）。

　寒 冷 ス ト レ ス の 評 価 に は Wind 　Chill　Temperature

Index （WCT ；風 冷温度 指数）を 採用 した．J こ の WCT は

実 際 に 被 験 者 実 験 よ り顔 部 位 の 熱 流 量 測 定 か ら導 出 され

た 指数で ，古くか らア メ リカ 合衆国や カナ ダなど で 天 気予

報の な か で も使用されて きた が，現在 は NOAA の NWS
（Natienal　Weather　Service）が次式 に 示 す修 TF版 を提案

し，低体温症 ハ ザ
ー

ドを提 供 して い る 。 計算され る WCT
の 数値 は ，い わ ゆ る 「体感温 度」 を表 す 。

　 MCT ＝13．13 ＋ O．6215T − 13．96Uo’16 ＋ 0．486TUe 　
l6

　 　 　 　 T ：地上 気温 （℃），　 a ： 高 度 10m の 風 速 （m 〆s）

3 ．結 果

　2 回 の 観測期問中，風 向風 速 の 特 徴 か ら 11月 1 日，12
月 20〜22 日の 早 朝 に 肱川 あ らしが観測され た。た だ しい

ずれ も前 目 の 20〜22 時 か ら発 現が 確認 され て い る。こ の

うち，移動性高気圧 に覆 わ れ る か冬 型 の 気 圧 配置が 緩ん だ

気 象条件下 で ，肱川 あ ら し の 風 速 が 大 き く な っ てい た、、典
型 的 な 肱川 あ ら しの 発現時 （12月 20〜21 日）に は，河 」「

（5）の 地 上観 測 地 点 と他 の 観測 地 点 の あ い だ に 明 らか な風　　　　　　　　　　　　　　
向 風 速 の 違 い が み られ た （図 2 ）。河 口（5）の 地 点 の み で

8m ／s に 達す る強風 が，日没 以 降か ら翌 日の 午前 11時頃 ま

で 継 続 した。内 陸 の 大 洲 盆 地 か ら沿 岸 ま で，他の 観測地 点

で い ず れ も弱 風 条 件 で あ っ た 事 実 か ら，肱 川 あ ら しが 肱 川

河 口 を 中 心 に 地 E範 囲 で 極 め て 限 局 化 され た 局地 風 現象

で ある こ とが ，本研 究の 観 測 か らも示 され た。肱 川 に 直 行

する方向に は 河 口 付近で 1〜2  の 範 阡「，強風 とい 億 味

で は 1  程度 と推定され る。

　肱 川 あ ら し発 生 時 に 観測 され た WCT は 河 口（5）で 最 も

低 く明け方に は
一一5℃近 く ま で低 下 し （図 3），瀬戸 内 海沿

岸 や 内 陸 の 盆 地 と寒 冷 ス ト レ ス が 明 ら か に 異 なっ て い る 。

と こ ろ が 気 温 は ，河 目 （5）よ り も谷（10）や 盆 地 （10）の 方が

2℃ 以 上 も低 い ．河 口 （5）は沿 岸 （5）と 10℃ に ま で 及ぶ 体感温

度 （WCT ＞ の 差 が み られ る が ，こ の 2 地 点 は 2  ほ ど し

か 離れ て い ない に もか か わ らず，肱 川 あ ら しが 人 体の 寒 冷
ス トレ ス を大 き く違 え て い る σ）は 興 味 深 い とい え る 。

　WCT は 日射 の 影 響 を 考慮 で きない の で ，人 体熱 収 支 ・

温 熱生 理 変化 を含む Gagge の 2−node 　model を 用い て 着衣

下 の 平 均 皮 膚温 度 を 推定す る と，肱 川 あ ら し 発 現時 間帯 は

河 口 （5）で の 皮膚 濫 が 沿岸 （5）よ りも 4〜5℃ 低 い 数値 が得 ら

れ た が，肱 川 あ ら しの 終 息 以 降 は徐 々 に そ の 差も小 さくな

っ て い っ た。こ れ は 強 風 暴 露 だ け で な く， 肱 川 か らの 蒸気

霧や 盆 地霧 の 出 現 ・移 流 に よ る 日射遮蔽 の 影 響 も含 まれ る。
　謝辞 ；観 測は 岡山理科大学総合情報学部 の 学生 に予伝 っ て 頂 き
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意 を表 し ます。

：：ii’

，lll＄illliillililiss．t／，，，／W，，・，，，，i／i；illiililil／／」
一

，

frdgg

￥，／，． ，，．
：／／g／ljliiilli−i／，i，覊

● 独 自観測 地点

O ア メダス 地点
鸞 。．

　 　 　 　 　 　 　 132
“
｝4
’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 13zc361

図 1　 気 象 観 測 地 点 の 位 置 （愛 媛 県 大 洲 市 ）。括弧 内 の 数値 は観

測 地 点 の 標高 （概算） を表 し て い る。実線 は 100m 間 の 等高線，
破線は標 高 50mの 等高線 を示 す。大 洲 盆 地 と瀬 戸 内海 は谷沿 い

に 流れ る
一

級河川 「肱川 （ひ じか わ）」 で つ なが っ て い る．
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図 22011 年 12月 20 日 13時〜21 日 13時 に 地上 観測 4 地 点で

測定 され た風速の 時間変化。矢印 で 示 した 範 囲は．河 ロ （5）で 肱

川 あ ら しと 推定 され る安 定 し た 南西〜南南西 の 風 向が 観測 され

た時間帯を示 す。
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図 3　2011年 て2 月 21日 5 時〜13時 に地上観測 4 地 点で 測定 さ
れ た WGTの 時間 変化。矢 印 で示 した 範 囲 は，河 口 （5）で 肱 川 あ ら

しの 発 生が観 測 され た 時 間 帯。
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